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▼
第
３
回
お
し
ど
り
学
園

生
田
長
江
の
偉
業
に
ふ
れ
る

　

7
月
21
日
、
第
3
回
お
し
ど
り

学
園
を
開
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、「
白
つ
つ
じ
の
会
」
生

田
長
江
顕
彰
会
と
の
共
催
で
「
生

田
長
江
の
人
生
一
本
道
」
と
題
し
、

白
つ
つ
じ
の
会
会
長
の
河
中
信
孝

さ
ん
の
講
演
を
聞
き
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
白
つ
つ
じ
の
会
が
作

成
し
た
ビ
デ
オ
「
こ
ん
に
ち
は
長

江
先
生　

山
陰
の
生
ん
だ
偉
大
な

文
学
者　

生
田
長
江
の
生
涯
」
を

鑑
賞
。
長
江
に
関
す
る
知
識
を
学

び
ま
し
た
。

　

生
田
長
江
は
、
１
８
８
２
（
明

治
15
）
年
に
現
在
の
貝
原
で
生
ま

れ
、
明
治
末
期
か
ら
昭
和
初
期
に

か
け
て
、
文
学
や
思
想
の
世
界
で

活
躍
、
大
き
な
業
績
を
残
し
て
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
翻
訳
家
や
作
家
、
文
芸

評
論
家
と
し
て
も
大
き
な
足
跡
を

残
し
、
生
田
春
月
、
佐
藤
春
夫
、

与
謝
野
晶
子
な
ど
、
後
進
の
育
成

に
も
尽
力
し
て
き
ま
し
た
。

　

河
中
さ
ん
の
説
明
す
る
長
江
の

人
柄
や
業
績
、
そ
の
生
涯
に
学
園

生
は
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

▼
第
4
回
お
し
ど
り
学
園

声
そ
ろ
え
、
生
き
い
き
と

　

8
月
18
日
、
第
4
回
お
し
ど
り

学
園
を
開
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
学
園
生
が
毎
年
楽
し

み
に
し
て
い
る
人
気
講
座
「
み
ん

な
で
う
た
お
う
」
で
す
。
講
師
に

コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
ア
ザ
レ
ア
の

鳥
居
敏
子
さ
ん
、
西
村
美
加
さ
ん

を
招
き
、
全
員
で
声
を
そ
ろ
え
て

歌
い
ま
し
た
。

　

初
め
は
、
季
節
の
歌
「
海
」「
わ

れ
は
海
の
子
」「
夏
の
思
い
出
」
な

ど
、
夏
の
暑
さ
に
負
け
な
い
曲
で

ス
タ
ー
ト
。「
蚊
の

カ
ノ
ン
」「
弁
慶
」

で
歌
遊
び
を
し
た

後
、「
ド
レ
ミ
の
歌
」

な
ど
で
知
ら
れ
、

今
年
4
月
に
亡
く

な
っ
た
ペ
ギ
ー
葉

山
さ
ん
を
し
の
び
、

「
南
国
土
佐
を
あ
と

に
し
て
」「
学
生
時

代
」
を
歌
唱
し
ま
し

た
。「
ド
レ
ミ
の
歌
」

で
は
、
曲
に
合
わ
せ

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ベ

ル
を
鳴
ら
し
な
が

ら
熱
唱
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
懐
か
し

い
昭
和
歌
謡
曲
や
、

「
う
さ
ぎ
と
か
め
」
の
替
え
歌
「
年

を
取
る
っ
て
ど
ん
な
こ
と
」
を
歌

詞
の
意
味
を
よ
く
受
け
止
め
な
が

ら
歌
い
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
多
く
の
人
に
親
し
ま

れ
て
い
る
「
ふ
る
さ
と
」、
そ
し
て

町
民
歌
「
き
ら
り
こ
の
町
」
で
締

め
く
く
り
ま
し
た
。
心
弾
む
名
曲

の
数
々
に
学
園
生
は
自
然
と
笑
顔

に
包
ま
れ
、
学
園
生
同
士
の
つ
な

が
り
も
深
ま
る
一
日
と
な
り
ま
し

た
。

▲ベルを鳴らして元気にド・レ・ミ♪

▲生田長江の業績を説明する河中さん

第
6
回
お
し
ど
り
学
園
の
ご
案
内

（
放
送
大
学
鳥
取
学
習
セ
ン
タ
ー
共
催
）

▼
日
　
時
　
10
月
13
日
（
金
）
午
前
9
時
30
分

▼
場
　
所　

町
公
民
館

▼
内
　
容　

講
演
「
爆
買
い
に
み
る
中
国
文
化
」

　

中
国
福
建
省
出
身
の
崎
原
さ
ん
を
招
き
、
日
本
に
お
け
る
中
国
人
観
光
客
の
推
移
、

増
加
の
理
由
、
日
本
に
来
て
爆
買
い
す
る
理
由
と
は
何
か
。
ま
た
、
爆
買
い
に
よ
る

影
響
・
効
果
な
ど
を
通
し
て
み
る
中
国
文
化
に
つ
い
て
解
説
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
講
　
師　

崎
原
麗
霞
さ
ん
（
放
送
大
学
客
員
准
教
授
・
鳥
取
大
学
教
育
セ
ン
タ
ー
准
教
授
）

※
講
演
は
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
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子どもたちの安全のために

　町青少年育成会（長尾克正会長）では、夏休み期間中、
夜間街頭指導パトロールを行いました。同育成会を構成す
る 19団体から延べ 57人が、週に一度と、ねう祭りや黒坂
納涼まつりの計 5回実施しました。
　小中学生は、「夏休みの暮らし・生活心得」として、帰宅
時間が午後 6時と決められているため、時間を過ぎても外
出している小中学生に帰宅するよう指導したり、高校生に
はこちらから声掛けをしました。町青少年育成会では、今
後も青少年を見守り育てる気持ちで活動していきます。

▶日野町青少年育成会がパトロール

▲さぁ、パトロールへ出発！（山村開発センター前）
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第 18回公民館まつり

「来て、見て、ふれて」みんな笑顔で生涯学習
10
20（金）

～22（日）
　毎年恒例の公民館まつりを、10 月 20 日から 22 日までの 3 日間、町公民館で開

きます。詳しい内容は、10 月 5 日発行の広報ひのおしらせ版でお知らせします。

キノコ鑑定会開催のお知らせ

〝秋の自然を楽しむ〟
10
7（土）

　午前中は鵜の池周辺でキノコを探します。昼食後は、鵜の池管理棟で採取したキノコの鑑定をし

ます。事前に採取したキノコの鑑定も行いますので、ぜひお越しください。

▼日時　10 月 7 日（土）午前 9 時～※少雨決行　▼場所　鵜の池キャンプ場駐車場

▼指導　牛島秀邇さん（日本きのこセンター鳥取菌じん研究所）　▼参加費　1 人３００円

▼申込み　10 月４日（水）までに町公民館へご連絡ください。

県立公文書館　巡回企画展のお知らせ

鳥取大地震・西部地震・中部地震～被災から復興への記録～
期間　９月２２日（金）～１０月９日（月）　
場所　町公民館ロビー（期間中無休）
内容　鳥取大地震（昭和18年 9月10日）、鳥取県西部地震（平
成12年10月6日）および昨年10月21日に発生した鳥取県中部
地震の被害と復興の様子を写真や展示パネル、刊行物などで紹
介し、災害に対する知識、理解と備えについて考えていただきます。
ギャラリートーク　10月3日（火）午後1時30分～午後2時30分
その他　巡回企画展は、鳥取県立公文書館、米子市立図書館、
倉吉市立図書館でも行います。
主催　鳥取県立公文書館、県市町村歴史公文書等保存活用共
同会議、米子市教育委員会、倉吉市教育委員会、日野町教育
委員会


